
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
江
戸
名
所
模
様
下
着
」
は
男
性
用

の
下
着
（
小
袖
と
襦
袢
の
間
に
着
る
衣
服
、
間
着
と
も
い
う
）
で
あ
る
が
、

類
例
を
見
な
い
唯
一
無
二
の
作
例
で
あ
る
。
モ
テ
ィ
ー
フ
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
の
は
、背
面
の
裾
か
ら
正
面
の
裾
に
か
け
て
描
か
れ
た
日
本
橋
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
、
背
面
に
は
浅
草
寺
・
猿
若
町
・
隅
田
川
・
今
戸
・
有
馬
屋
敷
・

吉
原
な
ど
を
、
正
面
に
は
越
後
屋
・
不
忍
池
・
寛
永
寺
・
江
戸
城
・
富
士
山

な
ど
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　

歌
枕
や
八
景
と
い
っ
た
文
芸
と
結
び
つ
い
た
名
所
を
模
様
と
し
た
小
袖
は

よ
く
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
名
所
を
取
り
上
げ
た
も
の
は
、
極
め
て
珍
し
い
。

そ
れ
ら
数
少
な
い
作
例
も
、
墨
描
き
の
描
絵
、
も
し
く
は
、
絵
画
的
な
表
現

が
可
能
な
友
禅
染
に
よ
っ
て
お
り
、
本
品
の
よ
う
に
刺
繡
の
み
で
表
現
し
た

作
例
は
他
に
な
い
。

　

唯
一
無
二
だ
け
に
、
本
品
に
は
謎
が
多
い
。
第
一
の
謎
は
、
制
作
年
代
で

あ
る
。
濃
淡
の
茶
色
や
青
色
の
多
用
は
、
幕
末
期
の
錦
絵
の
風
景
画
に
通
ず

る
色
彩
感
覚
を
示
し
、
そ
れ
を
大
い
に
意
識
し
て
い
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、

十
九
世
紀
以
降
の
作
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
問
題
は
生
地
の
木
綿

で
あ
る
。
こ
の
木
綿
は
、
経
糸
に
右
上
が
り
の
撚
（
Ｚ
撚
）
が
、
緯
糸
に
左

上
が
り
の
撚
（
Ｓ
撚
）
が
か
か
っ
た
糸
を
使
っ
て
い
る
。
例
外
も
あ
り
絶
対

的
な
区
別
に
は
な
ら
な
い
が
、
手
つ
む
ぎ
や
ガ
ラ
紡
績
の
場
合
は
Ｓ
撚
、
西

洋
式
の
機
械
紡
績
で
あ
れ
ば
Ｚ
撚
と
な
る
傾
向
を
示
す
。
そ
し
て
、
経
糸
に

西
洋
式
の
機
械
紡
績
の
糸
を
、
緯
糸
に
手
つ
む
ぎ
や
ガ
ラ
紡
績
の
糸
を
用
い

た
木
綿
布
は
半
紡
と
呼
ば
れ
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
か
ら
一
八
八
七

（
明
治
二
十
）
年
頃
に
多
く
生
産
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
従
来
、本
品
は

江
戸
時
代
後
期
の
作
と
さ
れ
て
き
た
が
、
制
作
年
代
が
明
治
時
代
に
下
が
る

可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。

　

第
二
の
謎
は
、
落
款
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
篆
書
体
の
そ
の
文

字
は
「
縫
木
」
と
読
め
る
。
縫
と
い
う
字
が
つ
く
こ
と
か
ら
し
て
、

刺
繡
を
し
た
職
人
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
近
世
以
前
に
お
い
て
、
社

寺
や
祭
礼
へ
の
奉
納
品
を
除
き
、
染
織
の
職
人
が
自
身
の
落
款
を

入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
職
人
は
あ
く
ま
で
職
人
に
過
ぎ
ず
、

作
家
意
識
を
も
っ
て
落
款
を
入
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
近
代
以

降
と
な
る
。
こ
の
点
も
、
本
品
の
制
作
年
代
を
江
戸
時
代
後
期
と

す
る
こ
と
を
躊
躇
さ
せ
る
。

　

一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
へ
の
出
品

を
機
に
、
西
洋
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
中
で
、
日
本
の
刺
繡

は
注
目
を
集
め
、
有
力
な
輸
出
品
と
な
っ
た
。
は
じ
め
に
花
鳥
、

一
八
八
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
よ
り
写
実
的
な
風
景
、
一
九
〇
〇
年

代
に
入
る
と
写
実
的
な
動
物
が
人
気
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
な
っ
た
。

本
品
は
、
花
鳥
か
ら
写
実
的
な
風
景
へ
と
人
気
が
移
る
過
渡
期
の

作
で
、
や
は
り
西
洋
人
に
人
気
の
あ
っ
た
江
戸
時
代
の
錦
絵
を
意

識
し
て
、
西
洋
人
向
け
に
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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